
【商工会】災害対策ウェビナー

被災経験者は語る
ゲストスピーカー：小川嘉明

（JBAH会員：Baldwin Risk Partners）



被災者自己紹介
（ガルフストリーム３月号）

＊2016年11月 Los Angelesより、Houston に転勤 (前Willis Towers Watson） 



災害：
地象災害（地震／津波や火山活動など）
気象災害（台風による洪水、大雪、雷など）
人為災害（大気汚染、産業災害：職業病等）

Houstonに地域で想定災害（除く人為災害）

＝気象災害
ハリケーン、暴風雨による水害／寒波（雪）

被災経験

1．2017年8月ハリケーン・ハービー

2．2021年2月ヒューストン寒波(日本滞在時）＋2次災害（盗難）

Houstonはインフラが弱い（例：通常の雨/雷で停電）



被災経験

1．2017年8月ハリケーン・ハービー

1．2017年8月ハリケーン・ハービー
日時：2017年8月29日
状況：2017年8月29日 午前中より、徐々に浸水

       昼前に、ボートで自宅退避
専用バスで、避難所であるTOYOTA Centerに避難
夜10時頃、 避難所から一般ホテルに移動

8月30日 自宅近くのホテルに移動（9月22日まで滞在）
8月31日 レンタカー手配（9 月26日まで使用）

                  9月3ｰ4日 必要品を取りに自宅に戻る
 9月中旬 Village on Memorial office 退去命令

転居先探し
                  9月21日 Katyに転居



Village on Memorial
15200 Memorial Dr, Houston, TX 77079

当日朝８時頃、ダラス出張
日であったため、レンタ
カーを借りにゲートを出よ
うとしたが、道路は予想以
上に水が深く、断念

1．2017年8月ハリケーン・ハービー



1．2017年8月ハリケーン・ハービー



1．2017年8月ハリケーン・ハービー



1．2017年8月ハリケーン・ハービー



1．2017年8月ハリケーン・ハービー



項目： 損害額： 補填：

ホテル代 2,300ドル FEMA
引っ越し              1,235ドル FEMA

レンタカー代 1,246ドル 個人自動車保険より、１日30ドル30限度
車両2台 全損 個人自動車保険より、時価額
家財 殆ど損害なし （ご参考）
                                                   Property保険カバーせず

FLOOD不担保

1．2017年8月ハリケーン・ハービー

FEMA was officially created in 1979 through an executive order 
by President Jimmy Carter. Our history can be traced as far back 
as 1803.



2021年2月より日本帰国

2021年3月 アパートオフィスからメールにて日本に連絡あり
（隣人が自宅のドアから水が溢れているとの通報）

200世帯内被災家庭60世帯で一番酷い状況
壁修理業者の入室許可

2021年4月末帰米（延期）
タンス等の家材、ベッド（解体）、クロゼットの洋服、荷物等が乱雑に移動させられてた
宝石類の一部が盗難 警察届け出

2021年5月上旬 フロアリング・絨毯交換 その他、ブラインド、クロゼットの棚
数々の業者が入れ替わり立ち代わり入室

リビングホームテーブルの上に置いた携帯電話行方不明

項目： 損害額： 補填：
宝石類 ？ 個人家財保険にて、3,000ドル回収

（宝石類 3,000ドル限度）
家財 2,600ドル           個人家財保険にて、500ドル回収

（時価額 2,500ドルまでは新価額）
携帯電話 ？ 会社の携帯 特に保険請求せず

2．2021年2月ヒューストン寒波(日本滞在時）＋2次災害（盗難）





籠城＆避難

電気停止、水道停止
1. 非常用食品、水の常時ストック
2．携帯用予備充電器・懐中電灯等の常備
3．ガスボンベの常備
4. 使い捨て食器

自然災害に起因する経験

籠城



1. 非常用持ち出しバッグの準備
常日頃、持ち出す物をリストし直ぐにバッグ（ナイロン製）に詰め込めるようにしておく
例）洋服類・非常食（含水）・財布・パスポート・貴重品等、幼児用乳製品

2. 避難場所までの道順・家族との連絡方法
当地では無理 何処に避難するか分からない
現地日系コミュニティの利用

3. 電気を落とす
・漏電防止
＊電動ガレージが作動しなくなるので、カスターキーは常時携帯

4．冷蔵庫の中身をできるだけ廃棄
5．保険をチェック

避難
自然災害に起因する経験

・雨天で道路に水が溜まるようであれば、早めに避難する
（タイヤの1/3が水に浸かるようであれば、それが走行限度）
・雨量により、増水の危険を察したら、高台に車を避難させる （立体駐車場等）
・道路が凍結している時には、車を運転しない
・アパートの場合、1階の部屋はできるだけ避ける 一軒家の場合は２階建て



１．米国車社会
・危険運転車には近寄らない、対抗しない
・ラインの変更には、必ず左右を確認

         ・治安の悪そうな駐車場には車を停めない
・駐車する時に貴重品をトランクに入れない
（事前に入れておく）

２．自宅に入る業者（他人）からは目を離さない
（自宅の貴重品は、簡易金庫に入れておく）

３．財産目録を作成し、配偶者以外の信用出来る人に託しておく
夫婦ともども災難に会う可能性がある

自然災害以外







https://www.glo.texas.gov/coast/coastal-
management/forms/files/homeowners-handbook-
hurricanes.pdf

HOMEOWNER’S HANDBOOK TO PREPARE FOR COASTAL 
NATURAL HAZARDS

https://www.texasflood.org/emergency-prep/index.html



設問① お話から早め早めの行動がカギと理解。職場や家庭で日頃からどういう準備をし
ておくといいか。何か決めておくこといいことはありますか。 → 石井様と小川様で回答
内容が被っても問題なし（それだけ大事だと伝わるので）。

災害への備え

国土交通省ハザードマップポータルサイト別ウィンドウで開く
雨が降り出したら土砂災害警戒情報等にも注意しましょう
土砂災害に関しては「土砂災害から身を守るには」のページをご覧ください。
危険を感じたり、市町村⻑からの避難指示等があった場合は、あわてず速やかに避難
しましょう
避難の前には、必ず火の始末をしましょう
避難の際の持ち物は最小限にして背中に背負うなど、両手が自由に使えるようにして
おきましょう

災害への備えをもう一度確認して下さい。

非常用持ち出し品の点検をしましょう

非常用持ち出しバッグの準備、できていますか？（災害に対するご家庭での

備えページ）

雨や風が強くなる前に、家屋の補強などの対策をしましょう

避難場所までの道順を確認しておきましょう

日頃からハザードマップで危険箇所や避難場所をチェックしておきましょう
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